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人工ふ化放流したサクラマス（伽cor砂〃Cゐ〟∫∽α∫0〟）  

幼稚魚の河川内分布，移動，成長や生残，天然魚との相  

互関係，あるいは回帰した親魚の生態や放流効果などを  

明らかにするために，標識放流は欠かせない手法であ  

る。サクラマス放流魚に対する標識は鰭切除やリボンタ  

グなどが広く用いられているが，我が国では1980年代  

後半からの大量標識放流に，アリザリンコンプレクソン  

等の蛍光物質を用いた浸漬法も併用されてきた1）。さら  

に，最近ではサケ（0．丘eJd）やカラフトマス（0．  

gor占〟∫C力α）で行われている耳石温度標識も用いられるよ  

うになってきた2）。   

耳石温度標識法は，サケ科魚類の発眼卵や仔魚に4℃  

の低水温刺激を与えることで，耳石に人為的な年輪状の  

標しを付ける手法である3）。近年ではこの標識方法が一  

般化し，日本，アメリカ，カナダ，ロシア，韓国で行わ  

れるようになった。   

北太平洋潮河性魚類委員会（NPAFC）は，各国の標  

識が重複することを避けるため，放流した国を識別する  

ための標識を義務付けるとともに4），各国が付ける標識  

のパターンを集約している＊4。   

通常，我が国では耳石標識を発眼卵期に施している  

が，サクラマスのふ化までの期間は，飼育水温8℃の場  

合，受精からふ化までの積算温度（ふ化までの経過日数  

×1日の平均水温）が450℃前後5）で，サケ・（480℃前  
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後）やカラフトマス（570℃前後）に比べて短いため，  

国別標識を付けると標識パターン数が限られてしまう。  

辻本・田子6）は，サクラマスの仔魚に耳石温度標識を付  

ける手法を確立しているが，発眼卵期から仔魚期を通し  

連続して標識を付けられるようになれば，標識パターン  

数を増やすことができるQ また，飼育水温を下げて発眼  

卵と仔魚の発育を抑制し，浮上期を遅らせることができ  

れば，標識の組み合せをさらに増やすことが可能にな  

る。しかし，この条件下で通常の標識を行うと水温が低  

くなり過ぎるため，卵や仔魚への悪影響が懸念される。   

そこで，本研究では，低温の飼育水を用いてサクラマ  

スの発眼卵期から仔魚が浮上するまでの期間を延長きせ  

るとともに，飼育水を一時的に昇温して耳石温度標識を  

付けることで，標識パターンを増やす方法について検討  

した。  

材料と方法   

供試卵・仔魚の飼育管理 2007年9月18日に北海道の  

京極ふ化場で採卵したサクラマス卵171，8万粒を，きけ  

ますセンター尻別事某所蘭越施設のボックス型ふ化槽に  

収容した。卵，仔魚の管理には，発生を抑制させるため  

に飼育水である水温9．5℃の地下水を冷却器（タカツ電  

気商会社製，ユニット型水温制御装置）で5．5℃に冷し  

て用いた（事実1）。採卵から41日後の10月29日に発  

朕を確認したあと，発版卵期に異なるパターンの標識を  

施すために実験卵を2群（A群，B群）に分けてボック  

ス型ふ化槽に移した。発眼卵期の耳石標識終了後の積算  

温度が410℃となった11月24日に，仔魚期への連続耳  

石標識を施すためA群から65，000粒を取り分け浮上槽  

上段に収容した。また，同じくB群から65，000粒を取  

り分け，浮上櫓下段に収容した（写真2）Q ボックス型  

ふ化槽への注水量は毎分40ゼ，浮上槽への注水量は毎  

分20彪に設定し，実験期間中の水温を自記永温計（テ  

ックジャム社製，おんどとり舟）で1時間毎に計測し  

た。また，卵と仔魚の発育段階を適宜確認した。  

耳石標識の方法 耳石標識は，発眼卵と仔魚のいずれの  

時期も飼育水の温度刺激により行った。標識は，飼育水  

（5．5℃の冷却水）を源水（9．5℃）に切り替えて24時間  

注水した後，再び飼育水に復して24時間注水する行程  
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写真1．左図：飼育水の冷却に用いたユニット型水温制徹装置  

右図：ボックス型ふ化槽及び浮上槽への飼育永導水，注水設備  

バルブAは源水（9．き℃），バルブBは冷却用水（5．5℃）を流す  
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